
      ２０１６年８月３日(水)    はなの村だより    第 9２号４面          

 

倉
馬
の
里
だ
よ
り 

 

里
山
倶
楽
部
大
活
躍 

田
圃
の
稲
は
順
調
に
育
っ
て
い
ま 

す
。
鴨
の
遊
び
場
に
な
っ
て
荒
れ
て
い

ま
す
が
愛
鳥
精
神
で
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。 

 ７
月
６
日 

倉
馬
桜
の
木
の
下
休
憩
所

に
ベ
ン
チ
を
作
り
ま
し
た
。
山
田
さ
ん

が
下
づ
く
り
し
た
本
格
派
で
す
。 

 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
の
机 

を
作
っ
て
く
れ
た
渥
美
さ
ん
が
ま
た

本
格
派
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
感
謝 

 

７
月
１４
日 

そ
ば
脱
穀
完
了
、
２
㎏
の
収

穫
。
そ
ば
は
8
月
６
日
に
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
ハ
ウ
ス
で
蕎
麦
打
ち
を
す
る
予
定
。 

そ
の
後
は
、
袋
井
の
花
火
見
物
の
予
定
。 

 

お
楽
し
み
に
！ 

 

 

７
月
２３
日 

A

B
２
班
に
別
れ
、
田
圃

班
は
施
肥
、
光
陽
の
里
で
は
大
豆
の
種

ま
き
約
１
２
０
坪
に
約
２
升
を
６
０

㎝
畝
巾
、
株
間
20
㎝
で
、
2
粒
ず
つ

豆
を
ま
く
。
田
圃
班
と
別
れ
て
の
作
業

だ
っ
た
が
、
田
圃
班
も
合
流
し
、
総
勢

十
名
あ
ま
り
、
種
ま
き
の
後
は
鳥
対
策

と
し
て
、
寒
冷
紗
と
枯
れ
草
を
か
ぶ
せ
、

作
業
終
了
。
発
芽
し
て
本
葉
が
出
た
頃

寒
冷
紗
を
外
し
て
、
土
寄
せ
し
、
収
穫

を
待
ち
ま
す
。
珍
し
く
午
前
中
で
終
了

し
た
。 

 
 
 
 

 

 

 

み
ん
な
で
植
え
た
ト
マ
ト
が
見
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
里
山
倶
楽
部
会
員
は
、

自
由
に
と
っ
て
下
さ
い
。
料
金
は
近
く
に

料
金
箱
を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
井
道
夫 

記 

 

柴
桂
子
さ
ん
新
刊
出
版 

江
戸
期
に
生
き
た 

女
表
現
者
た
ち 

倉く
ら

馬ま

の
里さ

と

の
名
づ
け
親
で
、
里さ

と

長お
さ

と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
た
柴
桂
子
さ
ん
が
昨

年
の
大
著
「
江
戸
期
女
表
現
者
辞
典
」
出

版
に
続
き
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ジ

オ 

歴
史
再
発
見 

江
戸
期
に
生
き
た

女
表
現
者
た
ち
」
を
出
版
さ
れ
た
。 

柴
さ
ん
は
江
戸
期
女
性
史
の
研
究
家
で
、

二
宮
尊
徳
の
娘
「
ふ
み
」
を
中
心
に
尊
徳

の
女
性
観
を
追
及
す
る
過
程
で
学
園
花

の
村
の
設
立
運
動
に
出
会
い
、
持
ち
前
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
故
宮
城
正
雄
学
園

花
の
村
代
表
と
共
に
倉
真
と
初
馬
の
境

に
「
倉
馬
の
里
」
を
開
い
た
。
今
は
京
都

大
学
で
女
性
史
の
研
究
に
没
頭
と
い
う

理
論
と
実
践
の
両
刀
使
い
で
あ
る
。 

 
 

新
刊
本
は
、
２
０
１
６
年
７
～
９
月
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
２
放
送
の
テ
キ
ス
ト

で
、
尊
徳
の
娘
「
二
宮
ふ
み
」
は
江
戸
時

代
の
文
化
を
担
っ
た
女
性
１
３
名
の
中

の
一
人
と
し
て
第
２
回
目
に
登
場
、
尊
徳

が
男
女
の
差
別
な
く
ふ
み
と
兄
弥
太
郎

の
教
育
に
あ
た
っ
た
こ
と
や
、
ふ
み
の
男

と
遜
色
な
き
活
動
ぶ
り
が
説
か
れ
て
い

る
。
女
性
も
頑
張
っ
て
い
た
。
江
戸
文
化

を
担
っ
た
女
性
の
発
掘
に
汗
を
流
さ
れ

た
柴
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

（
定
価
：
９
５
０
円
＋
税
） 

 

伊
藤
公
博 

記 

  


